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皆
様
の
お
か
げ
で
今
年
も
無
事
に
新
し
い
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
旧
年
中
は
皆
様
よ
り
お
心
寄
せ
、
お
力
添
え
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
三
年
千
日
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
私
個
人
的
に
、
ま
た
大
教
会

は
じ
め
部
内
教
会
の
上
に
も
、
様
々
な
形
で
「
成
人
の
節
」
を
お
見
せ
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
節
の
た
び
に
、
「
ど
う
し
て
な
ん
だ
ろ
う
。
親
神

様
・
教
祖
は
ど
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
私
に
下
さ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
」

と
思
案
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
「
節
か
ら
芽
が
出
る
」
と
教
え
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
「
生
き
節
」
に
な
る
か
ど
う
か
は
、
私
た
ち
人
間
に
か
か
っ
て

い
ま
す
。
時
間
が
か
か
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ど

ん
な
と
き
も
「
明
日
に
希
望
を
、
今
日
を
陽
気
に
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
心

に
お
い
て
皆
様
と
共
に
歩
ん
で
い
き
た
い
。
そ
の
思
い
は
、
教
祖
百
四
十

年
祭
後
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
先
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

さ
て
、
い
よ
い
よ
一
月
二
十
六
日
を
迎
え
ま
す
。
お
ぢ
ば
で
皆
様
と
お

会
い
で
き
る
の
を
心
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

立
教
一
八
九
年

元

旦

天
理
教
繁
藤
大
教
会
長

坂

本

輝

男
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《
繁
藤
大
教
会

立
教
百
八
十
八
年
十
二
月

祭
典
役
割
》

祭

主

大

教

会

長

田

村

聡

佐

指

図

方

宮

田

孝

道

立
花
真
一
郎

扈

者

村

上

英

士

佐

々

木

恵

扈

者

空

閑

一

将

田

村

省

悟

賛

者

立
花
真
一
郎

村

上

由

高

賛

者

田

村

省

悟

空

閑

慶

吾

座
り
づ
と
め

て
を
ど
り
前
半

て
を
ど
り
後
半

大

教

会

長

空

閑

一

将

田

村

省

悟

男

前
大
教
会
長

伊

藤

正

福

黒

河

明

大

近

藤

徳

彦

立
花
真
一
郎

藤

田

誠

大
教
会
長
夫
人

宮
田
ま
ゆ
み

佐

藤

明

子

女

前
会
長
夫
人

田

村

睦

美

村

上

綾

黒

石

伸

子

武
市
ま
ち
子

宮
田
み
な
み

宮

田

孝

道

為

田

基

紀

田

村

聡

佐

地

方

村

上

英

士

川

田

節

夫

前

田

豊

藤

田

一

憲

空

閑

一

教

秋

月

英

希

笛

田

村

久

徳

宮

田

教

一

坂

井

博

文

チ
ャ
ン
ポ
ン

為
田
紀
久
男

空

閑

慶

吾

石

田

実

郎

拍

子

木

藤

田

憲

明

宇

山

基

紀

村

上

由

高

太

鼓

佐

藤

栄

治

佐

藤

成

彦

立

花

孝

一

す

り

が

ね

田

村

辰

久

佐

藤

節

幸

黒

石

忠

宏

小

鼓

坂

本

久

徳

佐

々

木

恵

村

上

修

琴

藤

田

洋

美

坂

本

喜

子

黒

石

美

佐

三

味

線

空
閑
さ
と
の

佐

藤

文

代

田

村

育

与

胡

弓

村
上
美
栄
子

為

田

賢

子

空

閑

都

神

殿

講

話

田

村

久

徳

八足出し

【立
教
百
八
十
八
年

十
二
月
月
次
祭

祭
文
】

こ
れ
の
繁
藤
大
教
会
の
神
床
に
お
鎮
ま
り
下
さ
い
ま
す
親
神
天
理
王
命
の
御
前
に

天
理
教
繁
籐
大
教
会
長
坂
本
輝
男
慎
ん
で
申
し
上
げ
ま
す
。

親
神
様
の
深
く
厚
き
御
守
護
の
ま
に
ま
に
日
々
恙
な
く
結
構
に
お
連
れ
通
り
頂
く

中
、
早
く
も
師
走
に
入
り
、
本
日
十
二
月
の
月
次
祭
を
執
り
行
う
日
柄
と
な
り
ま

し
た
。
思
い
返
せ
ば
本
年
は
教
祖
百
四
十
年
祭
に
向
か
う
三
年
千
日
の
最
後
の
年

と
し
て
、
諭
達
を
も
って
心
を
合
わ
せ
、
よ
う
ぼ
く
一
人
ひ
と
り
が
心
の
成
人
に
つ
と

め
、
時
旬
の
歩
み
を
勇
ん
で
進
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
旬
に
お
い
て
、
身
近
な

家
族
や
教
会
信
者
な
ど
に
お
見
せ
頂
く
身
上
や
事
情
、
ま
た
日
本
の
み
な
ら
ず
世

界
に
起
こ
る
諍
い
や
分
断
な
ど
様
々
な
事
柄
を
通
し
て
、
一
れ
つ人
間
の
成
人
を
お

急
き
込
み
下
さ
る
親
心
が
込
め
ら
れ
た
節
を
お
見
せ
頂
き
ま
し
た
。
親
神
様
の
深

き
思
召
に
添
わ
せ
て
頂
け
る
よ
う
、
ま
た
各
々
の
立
場
で
教
祖
の
道
具
衆
の
自
覚

を
も
って
つと
め
さ
せ
て
頂
い
た
つも
り
で
御
座
い
ま
す
が
、
振
り
返
る
と
ま
だ
ま
だ
思

召
に
添
う
歩
み
に
は
遠
く
及
ば
ぬ
処
が
あ
った
こ
と
と
反
省
の
念
も
抱
く
ば
か
り
で
御

座
い
ま
す
。
し
か
し
ど
ん
な
中
に
も
、
親
神
様
の
火
水
風
の
御
守
護
を
は
じ
め
、
身
の

う
ち
か
り
も
の
の
妙
な
る
お
働
き
を
頂
い
て
恙
な
く
お
連
れ
通
り
下
さ
る
御
慈
愛
の

程
は
、
誠
に
有
難
く
勿
体
な
い
極
み
で
御
座
い
ま
す
。
只
今
か
ら
恒
例
に
よ
り
、
お
つ

と
め
奉
仕
者
一
同
心
を
一
つ
に
合
わ
せ
、
陽
気
に
座
り
づ
と
め
、
て
を
ど
り
を
つ
と
め

て
、
本
年
納
め
の
御
祭
り
を
執
り
行
わ
せ
て
頂
き
ま
す
。
折
柄
の
寒
さ
も
厭
わ
ず
遠

方
近
方
よ
り
参
帰
集
う
よ
う
ぼ
く
、
信
者
と
共
に
、
日
頃
賜
る
御
恵
み
に
感
謝
申

し
上
げ
、
変
わ
ら
ぬ
御
守
護
と
御
導
き
を
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。
年

明
け
れ
ば
、
い
よ
い
よ
教
祖
百
四
十
年
祭
を
迎
え
ま
す
。
私
共
教
会
長
を
始
め
、

よ
う
ぼ
く
一
同
は
一
段
と
心
を
引
き
締
め
、
足
並
を
揃
え
、
仕
切
って
た
す
け
一

条
に
励
み
、
こ
の
大
切
な
旬
を
最
後
ま
で
懸
命
に
つ
と
め
切
ら
せ
て
頂
く
所
存
で
御

座
い
ま
す
。
何
卒
届
か
ぬ
と
こ
ろ
は
幾
重
に
も
お
仕
込
み
下
さ
れ
、
一
日
も
早
く
神

人
和
楽
の
陽
気
づ
く
め
の
世
の
状
に
御
導
き
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
加
え
て
、
こ
こ
に
こ
の
一
年
の
間
に
お
か
け
下
さ
い
ま
し
た
数
々
の
親
心
に
重
ね

て
御
礼
を
申
し
上
げ
、
併
せ
て
来
年
も
変
わ
り
な
く
お
連
れ
通
り
頂
け
ま
す
よ
う

御
守
護
の
程
を
一
同
と
共
に
慎
ん
で
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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【
神
殿
講
話
】

（
１

月
）
山

田

清

三

先
生

（
本

部

准

員

）

【
し
げ
と
うtim

e
お
か
え
り
講
話
】

（
１

月
）

大
教
会
長

【
教
会
長
神
殿
当
番
】

（
１

月
）

本

訓
・
紋

湧

（
２

月
）

武
富
士
・
髙

阪

【
詰
所
事
務
当
番
】

（
１

月
）

村

上

修

松

下

剛

治

（
２

月
）

前

田

優

一

【
ひ
の
き
し
ん
】

○
本
部
食
堂
ひ
の
き
し
ん

５
月

日
～

日

種

崎

16

30

月
１
日
～

日

別

府

11

15

○
婦
人
会
詰
所
ひ
の
き
し
ん

１
月

日
～

日
（
各
直
属
１
名
）

25

26

【
五
季
づ
と
め
】

一
月
は
五
季
づ
と
め
の
月
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

左
記
の
通
り
上
級
を
通
じ
て
お
納
め
下
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

記

一
、
五
季
づ
と
め

三
、
〇
〇
〇
円

【
立
教
１
８
９
年
春
季
大
祭
に
つ
い
て
】

教
会
本
部
よ
り
、
立
教
１
８
９
年
の
各
教
会
で
の

春
季
大
祭
の
つ
と
め
方
に
つ
い
て
の
通
達
が
ご
ざ
い

ま
し
た
。
先
月
号
月
報
に
、
春
季
大
祭
の
つ
と
め
方

に
つ
い
て
と
、
祭
文
例
を
同
封
致
し
て
お
り
ま
し
た
。

通
達
ど
お
り
お
つ
と
め
頂
き
ま
す
よ
う
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
年
頭
の
集
い
】

毎
年
１
月

日
に
開
催
し
て
お
り
ま
し
た
「
年
頭

20

の
集
い
」
は
、
名
前
を
変
更
い
た
し
ま
し
て
、
３
月

日
に
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し

21て
は
後
日
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
大
勢
ご
参
加
頂
け
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ま
す
よ
う
、
心
づ
も
り
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

【
教
祖
百
四
十
年
祭
帰
参
報
告
】

各
教
会
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
２
回
の
帰
参
予
定
の

報
告
を
し
て
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
に
報
告
頂
い
た
の
は
あ
く
ま
で
も
予

定
の
報
告
で
し
た
の
で
、
最
終
的
な
宿
泊
食
事
数
の

申
込
み
を
今
一
度
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
大
勢
の
方

が
詰
所
を
利
用
さ
れ
ま
す
関
係
上
、
恐
れ
入
り
ま
す

が
今
月

日
迄
に
詰
所
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

14

申
し
込
み
分
の
食
事
の
変
更
は

日
ま
で
可
能
で
す
。

23

併
せ
て
、

日
の
昼
食
の
お
弁
当
の
数
も
、
今
月

26

14

日
ま
で
に
申
込
み
頂
け
ま
す
よ
う
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
別
紙
申
込
み
書
を
同
封
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

又
、
教
祖
百
四
十
年
祭
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
設

け
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
各
種
交
通
情
報
や
マ
ッ
プ
、

受
入
れ
等
を
ご
確
認
頂
け
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
活

用
下
さ
い
。
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【
婦
人
会
】

◇
天
理
教
婦
人
会
第

回
総
会

107

『

別
席
者
と
と
も
に

』

式

典

立
教

年
４
月

日
（
日
）

189

19

午
前
９
時

分
30

場

所

本
部
中
庭
、
南•

東
礼
拝
場
前

西
境
内
地

式
典
終
了
後
、
支
部
の
集
い

記
念
行
事

講
演
会

４
月

日
（
土
）
午
後
５
時

18

テ
ー
マ
「
お
や
さ
ま
」

・
第
２
食
堂
（
第
５
食
堂

映
像
）

・
東
講
堂
（
旧
別
席
場

音
声
の
み
）

・
東
右
第
１
棟
４
階
講
堂

教祖 140年祭特設
ホームページ

【
少
年
会
】

◎
研
修
員
募
集

少
年
会
本
部
で
は
、
お
ぢ
ば
で
の
様
々
な
研
修
や
ひ

の
き
し
ん
な
ど
の
伏
せ
込
み
を
通
し
て
、
縦
の
伝
道
を

活
発
に
推
進
し
て
い
く
人
材
を
育
成
し
ま
す
。
道
に
つ

な
が
る
多
く
の
若
者
た
ち
が
、
こ
の
研
修
を
修
了
し
、

国
内
外
で
少
年
会
活
動
の
中
心
と
な
っ
て
活
躍
し
て
い

ま
す
。
多
く
の
仲
間
と
共
に
少
年
会
活
動
に
つ
い
て
学

び
た
い
方
は
団
長
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

募
集
人
数

名
30

出
願
期
間

令
和
８
年

月

日
ま
で(

必
着
）

2

28

出
願
資
格

団
長
が
推
薦
し
、
直
属
教
会
長
が
認
め

た
者
・
よ
う
ぼ
く

(

お
さ
づ
け
拝
戴
予
定
の
者
も
可)

【
学
生
会
】

学
生
生
徒
修
養
会
の
「
大
学
の
部
」
が
、
３
月
４
日

～
８
日
ま
で
、
「
高
校
卒
業
生
コ
ー
ス
」
が
、
３
月
10

日
～

日
ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
対
象
に
な

12

り
ま
す
学
生
さ
ん
に
お
声
掛
け
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
申
込
み
締
切
り
は
２
月

日
迄
で
す
。

15

左
記
の

コ
ー
ド
・

よ
り
、
詳
細
が
ご
覧
頂
け

QR

URL

ま
す
。

【
教
会
教
費
振
込
み
に
つ
い
て
】

教
会
教
費
は
郵
便
局
よ
り
振
込
み
す
る
事
が
出
来

ま
す
。

（
郵
便
局
）
宛
先

天
理
教
経
理
部

N
o.00940-7-31430

【
訃
報
】

紋
別
分
教
会
四
代
会
長

渡
邉
國
源
大
人
が
、

月
12

日
お
出
直
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

25

享
年

歳
75

【
お
さ
づ
け
の
理
拝
戴
者
（

月
）】

11

實
彌
原

田

村

諭

澄

【
お
ま
も
り
】

３

件

https://happist.net/event
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【修養科修了生（1012期）】

徳 能 黒 河 重 信

天理教教義について全く知識のない私（85 才）が、修養

科に入って、教典・教祖伝の授業を受けるようになって、

１ヶ月目はあまり興味を持たなかったけれども、２ヶ月目

から授業が進むにつれて、十全の守護、かしものかりもの

の理、八つのほこり等の教えを聴いて、その日から真剣に

授業に耳を傾けるようになりました。特に、かしものかり

ものの理には深い感銘を受け、天理教は本当に素晴らしい

宗教であると確信しました。その上は、この教えを世間の

人々にももっともっと知っていただきたいと考えるように

なり、修養科修了後は年齢的に布教は難しいですが、先ず

はチラシの配布から布教活動をはじめたいと思っています。

北大津 星 野 善 胤

修養科１ヶ月目は不足の心ばっかりを抱き、その心遣い

から人の悪い所しか見えず、人の悪い所しか見ないからま

た不足を抱き、不足に不足を重ねる日々でした。そのため

主任先生、教養掛の先生方、同室のいる前で感情を爆発さ

せてしまい、迷惑をかけてしまいました。その時、先生方

のお話を聞かせて頂き、いかに自分がこうまんな心遣いを

している事に気付かせて頂く事が出来ました。この間違っ

た心遣いを変える事が出来たお陰で２カ月目以降、毎日笑

い、毎日楽しく、毎日勇んで通る事が出来ました。これか

ら自教会に帰り、自教会での生活に戻りますが、この修養

科生活３ヶ月で学んだ事を糧に日々勇んで通りたいと思い

ます。
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